
















A Study about the Professional Abilities of Early Childhood Care and Education 
During Physical Play  
― From A Finnish Case and the Practice of Physical Education 
in the Childcare Workers Course ―
The purpose of this study was to verify the professional abilities of early childhood care 
and education during physical play. It is considered from two viewpoints. One is the reflection 
on physical education in our child-care workers course. Another point is the consideration of the 
physical play and exercise of preschool in Finland. The results of the reflection about the physical 
education class confirmed the constant effect. However, during the teaching practice, student’s 
reflections were not being utilized. On the other hand, from the Finnish case, we could see the 
proper way of the exercise and physical play in preschool. In the future, it will be challenge to 
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運動遊びにおける保育実践力に関する研究
学生の主体的な学びをより深めることができるであろう。今後も、海外との比較検討を行いな
がら運動遊びにおける保育実践力について、多角的に調査研究を進めたい。
5．まとめ
　本研究は、保育者養成における体育系授業におけるワークシートを活用した振り返りの実践
から、学生の主体的な学びの様相とその効果について検証を行った。ワークシートを活用して
主体的に振り返る機会を作ることで、将来の保育現場で見直して活用できるようなノートを作
成することができた。総体的な満足度は高かったが、意図に反してまとめて記入した学生が多
いことも明らかになった。改善点として、ホワイトボード、スマートフォンの有効活用やメモ
を取る時間の設定、声掛けの徹底等が考えられ、その内容の充実を図りたい。また、実習に着
目すると、ノートが活用されていないだけでなく、実習で運動遊びを実施する際の課題も見え
てきた。その上で、他の教科や実習事前指導などと授業間連携によって振り返りシートを活用
する機会を意図的に増加したり、フィールドワークやボランティアなどを通して運動遊びを実
践できる機会を意図的に提供したりすることも必要であろう。
　一方、フィンランドの事例からは、既存の幼児体育・運動遊びの枠組みを超える柔軟性を示
唆するものであった。冒頭で触れたように毎日60分以上の運動を取り入れることを想定した場
合、体育としてではなく生活に運動を取り入れている実践は、これから保育者を目指す学生や
現場の保育者にとっても貴重な事例である。
　今後は、運動遊びにおける保育実践力を評価する方法の開発をはじめ、多角的に研究を進め
ながら、専門性の高い保育者の養成に努めていきたい。
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付記
本研究は、その一部を日本幼児体育学会第１2回大会で発表した。
